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１．はじめに（研究背景等）

適応研究における課題

１）将来状態への最適化型が中心。変動性の増加への適応や、
予測不確実性を前提とした適応策の検討が不足。

２）分野横断的検討が不足。コベネフィットの実証が重要。

EbA （生態系を活用した適応策）への期待

１）変動する未来における頑健性
過去の多様な変化を経て維持された地域の地形・
水循環・生物多様性は将来適応においても有効な資源

２）自然が生み出す多様なベネフィット
多機能なグリーンインフラとしての価値

EbA: Ecosystem based Adaptation
- 気候変動枠組み条約と生物多様性条約の双方で2010年頃から議論。

2019年に包括的ガイドラインが生物多様性条約事務局から発行。
- 生物多様性条約ポスト愛知目標でも重要概念

流域治水の潮流・法整備

水質・生態系への関心
内閣府政府広報室2021年2月
「水循環に関する世論調査」

気候変動に伴う水問題のへ懸念
第1位 洪水や土砂災害 85.6%
第2位 生態系や水質 59.9%

画像：国土交通省ウェブページより

生物多様性国家戦略2023-2030

流域治水関連法 2021年

- 生物多様性損失と気候危機への
統合的対応

- 30by30
- 自然資本を活かす社会経済活動
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２．研究開発目的

河川流域スケールでのEbAのあり方とその長所や課題を示し、社会実装への道筋を
示す。この目的のため、

- 理論研究・数理モデル解析により、予測不確実性や変動性を前提とした気候変動
適応策の評価軸・評価手法を示す。

- モデル流域（千葉県・印旛沼流域）において、生物多様性保全および水害リスク
軽減を主要な目的としたEbAの方策を提案し、その機能を定量的に評価する。

- EbAによるコベネフィットを、水質管理や農業害虫・益虫の観点から明らかに
する。
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３．研究目標

サブテーマ① 適応力評価軸の検討・定量化手法の開発
「適応力」の概念を明確化。定量的に評価する手法を提案、実際の生態系に適用。

サブテーマ② 自然生態系分野での適応力向上策の検討と実践
印旛沼流域をモデル地域として「生物保全」の課題における適応策を検討。
水質管理の観点からのコベネフィットを評価。地域計画への反映を自治体等と検討。

サブテーマ③ 河川・流域管理による治水へのコベネフィット評価
モデル流域における「水害リスク軽減」の課題における適応策を検討。
生物保全との両立の可能性を検討。

サブテーマ④ 農地の機能へのコベネフィット評価
耕作放棄水田の湿地化が、害虫／益虫提供に及ぼす影響を評価。
農業分野でのコベネフィットを評価。

全体目標

モデル地域においてEbAを提案し、機能を定量化。コベネフィットを評価。
「適応力向上型アプローチ」による気候変動適応のあり方を提示。
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４．研究開発内容

１）「適応力」概念の整理。従来の最適化型アプローチとは異なる
「適応力向上アプローチ」を提案する。

２）「適応力」の評価手法を提案し、実際のシステムに適用する。

サブテーマ１
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４．研究開発内容

１）印旛沼流域内に多数存在する「谷津」（小規模な谷地形）に着目し、
谷津に特異的に分布する湧水選好種を対象として印旛沼流域内の分布
に影響する要因を分析するとともに、生息ポテンシャルマップを作成
する。

２）気候変動が湧水選好種の生息ポテンシャルに及ぼす影響を定量化する
とともに、生息適地を維持する上で効果的な適応策を検討する。

３）谷津の耕作放棄水田がもつ水質浄化能力に影響する要因を解析すると
ともに、耕作放棄地の湿地化による水質浄化能力の向上を検証する。

サブテーマ２
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４．研究開発内容

１）流量観測の結果に基づき流域氾濫モデル（RRIモデル）を構築し、
小流域ごとの湿地再生シナリオに基づく治水効果の評価を行い、
対策優先順位の設定方法を検討する。

２）治水上重要な場所と、サブテーマ２で得られた自然環境分野での
優先順位を考慮した対策適地との関係を検討する。

サブテーマ３
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４．研究開発内容

１）耕作放棄水田に成立する植生と、イネ害虫および害虫の天敵
（主にクモ類）の発生との関係を明らかにする。

２）湿地化した耕作放棄水田とその周辺の水田においてイネ害虫と
天敵の調査を行い、耕作放棄水田の湿地化が周辺の農地に及ぼす
生態学的影響について検討する。

サブテーマ４
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総合的な成果

〇谷津のような河川の上流域で耕作放棄水田が広がっている地域は多い。

〇そのような場所では
⇒集水域で雨水浸透を促進することで 自然環境分野における適応 に役立つこと、

湧水を貯留して湿地化することで 水質浄化と生物多様性保全 に役立つこと、
河川・水路から溢れた水の貯留を促進することで 治水 に役立つこと
が示された。

〇また農業地域での湿地は、水位と植生の管理を適切に行うことで害虫の発生を抑制
できることが示唆された。

〇自然生態系の適応力を評価するフレームワークが完成し、今後の環境変動に対して
頑健な生態系の特徴を詳細に検討できるようになった。

⇒自然を活用した解決策（NbS；EbAを含む概念）には、多機能性という長所が
あること、湿地生態系の多機能性を引き出すためには、水循環の管理がカギ
となることが示された。
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５．研究成果 ５－２．環境政策等への貢献

行政等が既に活用した成果
１．環境省自然環境局「自然生態系を基盤とする防災・減災の推進に関する検討会」

に情報提供。成果資料「Eco-DRR 持続可能な地域づくりのための生態系を活用
した防災・減災の手引き」において本研究の成果を踏まえ、印旛沼流域の事例が
紹介。

２．環境省自然環境局「生態系を活用した気候変動適応策（EbA）計画と実施の手引
き」に方法提供。印旛沼流域における取組みの事例が紹介された。

３．印旛沼流域水循環健全化会議「印旛沼流域水循環健全化計画第3期行動計画」にお
いて、本研究の結果として示された谷津の治水・水質浄化・生物多様性保全機能
の活用が位置づけ。

４．千葉県「印旛沼に係る湖沼水質保全計画（第8期）」において、本研究の成果を踏
まえ、グリーンインフラの活用による気候変動に適応した水質浄化対策として、
谷津の湿地の機能を活用する方針が明記。
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５．研究成果 ５－３．研究目標の達成状況

サブテーマ① 「適応力」の概念を明確化。定量的に評価する手法を提案、実際の生態系に適用。
⇒目標どおりの成果をあげた。

サブテーマ② 印旛沼流域をモデル地域として「生物保全」の課題における適応策を検討。
水質管理の観点からのコベネフィットを評価。地域計画への反映を自治体等と検討。

⇒目標を上回る成果をあげた。（複数の地域計画への成果の反映・手引書への貢献）

サブテーマ③ 「水害リスク軽減」の課題における適応策。生物保全との両立の可能性を検討。
⇒目標を上回る成果をあげた。（治水分野における適応策の検討）

サブテーマ④ 耕作放棄水田の湿地化が、害虫／益虫提供に及ぼす影響を評価。農業分野のコベネフィット評価。
⇒目標どおりの成果をあげた。

全体目標

目標を上回る成果をあげた。

〇当初は、適応策の検討は自然環境分野の課題についてのみ実施する計画
⇒治水についても適応策の検討が実施できた。

過去の水路・河川の改修が水害リスクの分布にもたらした影響を評価できた。

〇当初は、地方公共団体との協力のもと、適応に資する計画を検討する所までを目標
⇒実際に複数の計画に研究成果を反映させることができた。

実践は環境省が発効する複数の手引書にも反映された。

モデル地域においてEbAを提案し、機能を定量化。コベネフィットを評価。
「適応力向上型アプローチ」による気候変動適応のあり方を提示。
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